平成２３年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	市民ネット・むろらん

	議員名
	佐藤　潤・小田中　稔・児玉　智明・高橋　直美・立野　浩靖　

	調査実施年月日
	平成２３年　７月１２日　(水)

	調査先　自治体名等
	長野県　松本市　こども部　こども福祉課

	調査項目
	あるぷキッズ支援事業―発達障害児支援システムについて

	調査目的
	どのようなシステムなのか検証すること
室蘭市においてどのように活用できるか検証すること

	報告内容
実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要
　　人口：239,158人（Ｈ23.4.1現在）行政面積：988.77ｋ㎡
２　視察内容
1 システムが構築されるまでの経緯について　　②　内容について
③　実際の取組みの内容について　　　　　　　　　 ④課題につて
⑤今後の取組みについて

	感想（まとめ）
本市へ生かせること等
	　平成２１年４月１日から新たに「こども部」が創設されることとなり、情報共有・連携が容易になり、速やかな対応が可能になった事、課内処遇検討会議など、教育と福祉の両面から検討ができるようになった事、障害児フォロー教室・手当業務・虐待・母子関係業務が同一課内にあるため、対象児の全体像がつかみやすくなった事、保育園（公立）幼稚園の管理課が一つになったことで、同じサービスが提供できるようになった事、部全体で、子どもについて考える姿勢が強まった事、等の利点が生まれた。こども部の新設で、平成２２年４月から「あるぷキッズ支援事業」が開始される運びとなった。
　従来松本市で行われて来ている早期発見から就学までの支援では乳幼児健診、二次乳幼児健診、保健師による相談・訪問、育児教室、あそびの教室、保健所障害児入所審査委員会、保育園巡回相談、教育相談、就学指導委員会があるようですが、年々乳幼児健診での発達に遅れのある要観察児数の増加、普通小中学校での発達障害児と診断された児童数、また、疑いのある児童数は増加の傾向をたどっている。その経緯から従来の支援プラスあるぷキッズ支援事業を行う運びになったようである。
　この支援事業はあるぷキッズ支援室を設置し、①発達障害児及び発達につまずきを抱える子どもや保護者を、継続して総合的に支援していく。②発達障害児と毎日関わる支援者（保育士、教諭）を支援していく。③発達障害に関する相談窓口の明確化。この３つが目標で、具体的には、１つ目にこども福祉課内に常設の相談窓口を設置し、支援チームの専門職員が発達障害に関わる様々な相談に対応する。２つ目に保育園・幼稚園・学校への巡回支援。３つ目にあるぷキッズサポート手帳の発行、配布。４つ目には保護者支援の充実。５つ目には地区ブロックでの支援ですが、現在協議中。６つ目には職員の育成である。
　課題は、発達障害についての正しい理解を広めていくこと、この支援事業の一層の周知を図ること、対象児をとりまく関係者（保護者、医療機関、通園・通学施設、支援機関など）との連携を深めていくことがあげられ、あるぷキッズ支援事業のこれからは、理解と周知、顔の見える関係での支援体制の確立、対象児を取り巻く関係者、関係機関との連携及び地域全体で対象児を支援していく体制づくり、就労後も含めた対象児への支援方法の検討、国・県の動向への対応などを主に取り組むとのこと。
　全国的にも発達障害児が増加の傾向をたどっている現状の中、本市における支援体制の強化、必要性を認識させられ、参考になる内容であった。


